
政治大学外国語学部（院）の紹介

College of Foreign Languages & 
Literature, NCCU

1



設立及び構成

• 1989年に設立され，台湾で最初に設立された外国語学院です。

• 言語と人文学のトレーニングを基盤とし、国際視野を持つ外国語の
人材を育成することを目標にしています。

• 言語、文学、文化の研究および言語教育を主軸にしています。

• 英語、日本語、韓国語、フランス語、ドイツ語、スペイン語、トル
コ語、アラビア語、ロシア語、ポーランド語、チェコ語、ベトナム
語、タイ語、インドネシア語など、20種類以上の言語を教えており
、学校全体の外国語教育をサポートしています。外国語学院は、外
国籍の教員が全体の約三分の一を占め、台湾における外国語教育で
は圧倒的な存在となっています。
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外国語学院の組織図
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翻訳と異文化研究センター（院所属）

ロシア研究センター（スラブ語学科所属）

東南アジア社会文化研究センター（東南アジア語学科所属）
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教師及び専門

• 専任教員121名（外国籍教員を含む），外国籍教員の数は
教員全体の約3分の1を占めています。

• 教師の専門分野：言語学、言語教育、文学、文化（歴史、
宗教を含む）が中心となっています。

• 外国籍の教員は、さまざまな外国語の各分野の専門家で
あり、海外の姉妹校から定期的に派遣されて客員教授と
して在籍する場合もあります。
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多語言多文化能力の養成
メジャー・マイナー制度（主専攻・副専攻）を提供する学科：

英語、アラビア語、日本語、韓国語、トルコ語、ヨーロッパ語、
東南アジア語

ほかの学部（院）と共同で開設するプログラム：

•翻訳と異文化交流プログラム(外国語学院)

•世界文化プログラム(外国語学院開設の英語講義プログラム)

•スラブ言語プログラム（ロシア語、ポーランド語、チェコ語）

•外国語と経営プログラム（商学部と共同開設）

•外国語とメディア学プログラム（メディア学部と共同開設）

•教師養成プログラム（教師養成センター）

•語言、認知と腦科学プログラム（理学部）

•欧州連合プログラム（外交学部）

•東南アジア言語文化プログラム（文学部） 5



国際交流
1. 政治大学は世界各地に約400以上の姉妹校を持ち、これにより、本学院

は世界中の大学と教育及び学術交流の面での連携が強化されます。

2. 大学の国際協力センターが推進する「交換教師」制度により、本学院の
教育資源と国際学術交流が強化されています。

3. 姉妹校との協定により、本学院の学生は海外の短期研修、インターンシ
ップ、短期交換留学の機会が増えます。

4. 韓国の漢陽（ハニャン）大学、成均館（ソンギュングァン）大学、釜山
（プサン）大学、トルコのアンカラ大学などの大学と学術協定が結ばれ
ており、定期的に外国語学院に教師が派遣されています。

5. 日本の広島大学、韓国の高麗大学、本学の中国語学科と共同で国際的な
授業を開設しています。
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政治大学
⽇本語⽂学科

Department of Japanese, 
National Chengchi University



学科紹介 1989年

「東⽅語文學系⽇語組」
(Department of Oriental 
Language and 
Literature- Japanese)

1998年「東⽅語文學系」から独立
して「⽇本語文學系」となる

2003年

修士課程が設立される

2023年

設立34周年を迎える



組織 学科主任

教師

専任教師

9名

兼任教師

7名

「輔系*」
教師

14名

大学部

173名

修士

26名

ダブルメ

ジャー

85名

「輔系」

学生

766名

教師 学生助手
2名

「輔系」：日本語を副専攻とする履修制度である



本学科の專任教師
専門分野 教員 専門領域

1 日本語
学・日本
語教育

王淑琴 教授兼系主任 （日本語学、コーパス言語学）

2 葉秉杰 副教授 （日本語・華語研究、認知言語学、日中対照研究）

3 喬曉筠 助理教授 （日本語教育、談話分析、ビジネスコミュニケーション）

黑﨑貴史 助理教授 （日本語学、語彙論、社会言語学）4

5 日本文学 鄭家瑜 教授兼院長 （日本古典文学、日本古代文化、比較文学）

6 山藤夏郎 副教授 （日本文学、日本古典文学（中世漢文学）、言語哲学、
宗教思想[佛教、儒教]）

7 高啓豪 助理教授 （日本近現代文学と文化研究）

8 日本歴史
文化

楊素霞 教授 （日本歴史[近現代]、帝国・殖民地研究、近現代日本社
会研究）

9 金想容 助理教授 （近現代台日消費文化論﹑台日生活文化史﹑メディアテ
クスト分析）



カリキュラム（大学部）
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項目 単位数

１．一般教養＋体育 ３２（２８＋４）

２．必修科目
必修：初・中・上級日本語、会話（一）（二）、作文（一）（二）
選択必修：名著選読、専題研究（ともにA：言語、B：文学、C：歴史

文化の三分野から4単位を履修）

５０（４２＋８）

３．選択科目

日本語学科の選択科目、ダブルメジャー、副専攻、プログラムなど
の単位数がすべてカウントされる

４６

卒業単位（合計） １２８



カリキュラム（大学院）
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項目 単位数

１．選択科目
A：言語関連：日本語学、日本語教育
B：文化関連：日本文学、日本歴史文化

２８

２．卒業論文 ０

３．シンポジウムや発表会の出席や参加

学位論文提出前には、大学内外での学術研究会、論文発表会、または
学術誌への投稿が少なくとも1回。または、以下の学術活動に少なくとも
4回参加する必要がある（参加証明書の提出が必要）。
（1）大学内外の学術研究会、学術ワークショップ
（2）院生論文発表会（本学科の論文口頭発表を除く）
（3）学術講演

０

卒業単位（合計） ２８



ご清聴どうもありがとうございました。
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